
  

 

 
 

≪学校教育目標≫  

「豊かな心を持ち 自ら考え たくましく生きる子の育成」 

～ 学び合い 高め合う なかまつくり ～ 
 

今年は花冷えする日が続き、例年より長めに花

見を楽しむことができたのではないでしょうか。

本校の桜も、三月の卒業式のころに一つ二つと桜

の花が咲き始め、四月の入学式・始業式では満開

となり、その後一週間、花びらがひらひら舞う姿

を楽しむことができました。 

そうした中、平成 31 年度、相和小学校に５人

の先生方を新たに迎えました。半数近くの職員の

異動となりましたが、これまでに増して全職員の

チーム力を発揮していきたいと思います。 

今年度は、「めざす子ども像」とともに、「めざ

す教師像」「めざす学校像」を右のように掲げ、「豊

かな心を持ち、自ら考え、たくましく生きる力」

の育成のため、「学び合い、高め合う なかまつ

くり」をあいことばに、職員一丸となって力を尽

くしてまいります。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

着任式・始業式であらためて子どもたちの姿を見ると、一回り大きくなったような気がし

ました。卒業式と同じように椅子が並べられている体育館に、最後に入ってきたのは、２年

生でした。静かに列になって体育館に入ってきて椅子の前で立ちました。そして、学級のみ

んながそろってから同時に静かに着席しました。まるで、先月の卒業生のようでした。 

着任式では、どの学年の子どもたちも着任した先生方のあいさつをうなずきながら聞いた

り、笑顔で反応したりして、新しい出会いを喜び、温かく迎える気持ちがあふれていました。 

入学式では、２年生が「おむかえのことば」を堂々と発表することができました。背筋を

のばし、大きな声ではっきりと聞き取りや

すい発表ができました。１年間の学びの成

果と進級した喜びと意欲とが、よく伝わっ

てきました。そして、アサガオの種を新入

生にプレゼントすると、新入生は「ありが

とう」とお礼をはっきりと言えました。 

 

＜めざす子ども像＞  
～ きらきら輝く相和っ子 ～ 

(1)  思いやりのあるやさしい子 

(2)  よく考えすすんで学ぶ子 

(3)  明るくたくましい子 

＜めざす教師像＞ 

～ 教師としての矜恃をもって～  

(1)  明るく温かな教師 

(2)  授業力を磨き、学び合う教師 

(3)  使命感をもち、誠実で人間味 

あふれる教師 

＜めざす学校像＞ 

～ ともに育ちあう ～ 

(1)  明るく活気ある学校 

(2)  自立と協働の学校 

(3)  地域とともに育つ学校 



平成３１年度の職員の紹介 

今年度も相和っ子の笑顔があふれ、きらきら輝く姿がさまざまな場面で見られるよう

に、職員が一丸となり、全力で指導にあたります。どうぞよろしくお願いいたします。 

１ 年 杉山 泉喜（すぎやま みずき）        校 長  中山 喜幸（なかやま よしゆき） 

２ 年 清水  久美子（しみず くみこ）         教 頭  根倉 孝子（ねぐら たかこ） 

３ 年 細萱 愛貴（ほそがや あいき）      教 務  酒井 正代（さかい まさよ） 

４ 年 小泉 香菜恵（こいずみ かなえ）    養護教諭 柳川 優里香（やながわ ゆりか）                   

５ 年 善浪 邦元（よしなみ くにひさ）    事務主事 山田 大輝（やまだ だいき） 

６ 年 荻野 義信（おぎの よしのぶ）       用務員  橋本 恵理子（はしもと えりこ） 

非常勤 瀬谷 由美子（せや ゆみこ）        非常勤  遠藤 泉（えんどう いずみ） 

非常勤 金田 久子（かねだ ひさこ）    （育休   野地 尚子） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人事異動のお知らせ   

人事異動による教職員の転出入がありましたので、お知らせします。 

転退職職員 

山田 尚徳 教頭（三保小へ） 
萩原 智美 教諭（大井小へ） 

飯嶋 正志 教諭（寄小へ） 
工藤 美輝 教諭（藤沢市立大越小へ） 
有賀  雅 事務主事（福島県 

二本松市立東和中へ） 
 

 

 

（前略） 

さて、新年度をスタートするにあたって、みなさんにお話ししたいことは、「不思議発見の

名人になろう」ということです。 

例えば、今桜がきれいに咲いてます。あと数日したら散ってしまいます。桜の前は、梅

の花がさいていましたが、数日たって花びらが散りました。でも、菜の花は、桜や梅の花に

比べて、長い間咲いているように感じませんか。私は、それが不思議です。 

このように、日常の生活や学習のなかで、分かっても分からなくても、「どうして？」｛なぜだろう？」「不思議だ

な」と思うことをたくさん見つけられるようになってほしいと思います。 

最後に、新しい教科書を手にしたら、裏表紙を見てください。「この教科書は、これからの日本を担うみなさん

への期待をこめ、税金によって無償で支給されています。大切に使いましょう。」と書かれています。これは、将来

の日本を担うみなさんにたいして、大きく成長することを願い、期待している日本中みんなの気持ちをこめて配ら

れているのです。しっかり勉強し大切に使いましょう。（後略） 

転入職員 

根倉 孝子 教頭（上大井小から） 

善浪 邦元 教諭（開成小から） 

清水 久美子 教諭（松田小から） 

細萱 愛貴 教諭（新任） 

山田 大輝 事務主事（新規採用） 

始業式「学校長のことば（抜粋・要約） 

 
 
（前略） 

学校ではいろいろな勉強をします。そのときに、「なぜだろう」「ふしぎだな」と思うことがあるでしょう。そのときが、

伸びるチャンスです。また、「わからないな」「できないな」と感じても、心配しないで大丈夫です。そうした困ったと

きも、自分が伸びるすチャンスです。そんなときには、先生や友達に話してください。みんなで知恵や力を合わせ

解決します。そうして、みんなで伸びていきます。 

「なぜだろう」「ふしぎだな」「わからないな」と思うことがいっぱいあってよいのです。安心して、みんなで力を合わ

せていきましょう。（後略） 

入学式「学校長のことば（抜粋・要約） 


